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作谷沢の近未来を構想する「住民参加ワークショップ」開催計画書 

テーマ：「作谷沢が活き生きとした地域になるために･･･」  

 

●事前の情報（プランナーと実行委員の仕事）  

 ・題材となるのは山辺町作谷沢（やまのべまちさくやざわ）  

 ・作谷沢の現状と課題の診断  

 ・地域が課題解決のために取り組んできた対応策（行動）を知る  

 ・作谷沢の地域資源とその現状を知る  

 ・取組みのプロセスとその成果について検証する  

 

●作谷沢の現状と課題を知り地域振興の有り方を考えまとめる  

 

☆  月  日（ ）・・・・・ワークショップ１回目（昼食をはさんで１日） 

 ・参加者を特色で分け、グループ（班）をつくる  

 ・班ごとに地域内を散策して現地調査を実施  

  ※参加者各々の視点で気づいたことをまとめる  

 ・昼食  

 ・班ごとに調査結果を分類する  

  ※「①強いこと」、「②弱いこと」、「③使えるもの」、「④不安なこと」 

 

☆  月  日（ ）・・・・・ワークショップ２回目（午前か午後の半日）  

 ・各班による地域課題解決につなぐための提案合戦  

  ※「①強いこと」  ⇒ 「① ’もっと伸ばす提案」 

  ※「②弱いこと」  ⇒ 「② ’強みに変える提案」 

  ※「③使えるもの」 ⇒ 「③ ’お金に変える提案」 

  ※「④不安なこと」 ⇒ 「④ ’不安をなくす提案」 

 ・上記の前向きな提案を次の６つの項目に分類  

  ※「①”自然や景観を活かす提案」 

  ※「②”歴史や文化を活かす提案」 

  ※「③”技や人を育て活かす提案」 

  ※「④”地域の資源を活かす提案」 

  ※「⑤”移住定住を推進する提案」 

  ※「⑥”作谷沢を元気にする提案」 

 ・提案実現に向けたアクションプログラムの作成  

  ※「①何を」、「②いつ」、「③誰が」、「④何することで」、「⑤どうなるのか」 

 

 ☆２回のワークショップで得た成果を使って「行動計画書」を作成（実行委員） 

資料２－２－２
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☆  月  日（ ）・・・・・ワークショップ３回目  

 ・２回のワークショップでまとまった成果を住民の皆さんに発表  

  ※取組みの経過報告  

※質疑応答  

※意見交換  

※情報交流会  

 

●取組みに求める成果  

・多くの住民が同じ方向性を持つ「地域の将来像」を見える化  

・各々の団体組織が果たす役割と活動の位置づけを明確化  

・地域計画づくりに若者や女性が参画したという実感が持てる内容  

・作谷沢の人口減少と後継者問題をどのように解決するかも検討  

・地域資源を活用した生業の創出につなぐ  

・住民が作谷沢に住み続ける覚悟・自信・誇りにつながる形  

・数年後の活動検証と見直しに使い勝手の良いまとめ  



１．〝作谷沢〟のすがた（事前に準備）

・作谷沢の資源目録 　　既存資料の活用

・作谷沢の地域づくり変遷 　　足りない分を補足

２．数字で診る〝作谷沢〟（報告会まで作成）

・作谷沢の今昔を数字で見よう 　　まとめは●●で

・将来の作谷沢を予測しよう 　　町の統計資料も拝借

３．作谷沢の現状をまとめよう 　　第１回目

・現地調査（みんなの視点で確かめよう） 　（朝から夕方まで）

・今を写真に撮ろう（点検作業） 　　作谷沢住民の参加

・みんなでつくる点検図

４．地区の真の課題の拾い出し

・作谷沢の強弱不安特徴を揃える

５．弱さを強みに変えよう（視点を変えて考える） 　　第２回目

・明るい未来の提案合戦 　（日中の半日）

　　作谷沢住民の参加

６．これからの作谷沢に必要なこと

・作谷沢に住み続けるために

・誇りを持てる作谷沢の実現に向けて

・そのために何が必要なのか

７．作谷沢の寶大図鑑づくり 　　第３回目

・作谷沢１０枚の絵はがきづくり 　（●●での発表会）

・作谷沢の自慢を持ち寄ろう 　　地域住民の参加

・作谷沢住民大集合

８．まとめ まとめの作業

報告会の開催

作谷沢地区ＷＳ開催打合せ資料
～住民主体で作谷沢の近未来を構想する～
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★開催に向けた段取り （実行委員で調整してください。）

①スタッフの選出（実行部隊）

　　どんな役割なのか？心配ですよね？

・開催の日程調整や参加者を確実に集める役目

・第１回目の現場点検で現地の案内役

・会場の準備

疑問１： 役員は何人必要なのか？

答え１： ６～８人くらいお願いします。（作業はその都度お願いします）

一人代表を決めてください。（開催時の挨拶をお願いします）

会が始まれば一般参加者になってもらって結構です。

②司会と進行

　　司会は実行委員で担当してください。

　　ＷＳのプログラムづくりや進行役は髙橋が担います。

③参加者を決める

　　地区の参加者を決めます。（希望？一本釣り？義務？）

　　よそ者の視点として、誰か入れたい人はいますか？

疑問２： 地元から何人必要なのか？

答え２： 出来るだけたくさん集まって欲しい。年齢性別は気にしません。

小学生の参加も大丈夫です。他に出て行った人も大歓迎です。

疑問３： 全回通して参加しないと無理か？

答え３： みんな途中で帰られると困るが、２回目から参加しても

十分理解できるし、楽しめる仕掛けを準備します。

参加者の班分けは事前に決定し、当日修正します。

④その他

　　最終的には“作谷沢●●●”という形で行動計画書にまとめます。

　　成果は地域全体のものとするため、完成時に報告会を開催します。

※誰でも楽しく参加できる保証付きです。

 ＠nobu.
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作谷沢ＷＳスコア

地域生まれの住民目線で 外から入った住民目線で

弱い点 強い点 使えるもの 不安なもの

保全活動の継続 地域の活性化 地域資源の活用 新たな産業の創出

緊急対策事項 中期対策事項 長期対策事項

地域住民主体で お互いの協力で 行政が中心で

個人的な実践 組織などが実践 地域全体で実践

拾い上げた項目をジャンル別に分けて括る

課題を整理しながらその肝を見出す作業

課題解決策を検討提案（どうしたいか）

いつやるのぉ？

誰がやったらうまくいく？

地域の誰が実践したら成功につながるのだろうか？

継続した活動を可能にする新たな対応策も検討

外部団体や地域との連携も視野に入れて検討



　　≪作谷沢≫の現地気づきカルテ

名　称 区　分 ・強み　・弱み　・使えるもの　・不安なこと

《現場の状況》

《地元の解説》

地区名

［ジャンル］　：　自然や風景　　 農業や産業　　 暮 ら し　　 女性若者　　 歴史や行事　　そ の 他

集落名 図　番

名　称 区　分

《現場の状況》

《地元の解説》

地区名

［ジャンル］　：　自然や風景　　 農業や産業　　 暮 ら し　　 女性若者　　 歴史や行事　　そ の 他

・強み　・弱み　・使えるもの　・不安なこと

集落名 図　番

《現場の状況》

《地元の解説》

《現場の状況》

《地元の解説》

地区名

［ジャンル］　：　自然や風景　　 農業や産業　　 暮 ら し　　 女性若者　　 歴史や行事　　そ の 他

名　称 区　分 ・強み　・弱み　・使えるもの　・不安なこと

集落名 図　番

地区名

［ジャンル］　：　自然や風景　　 農業や産業　　 暮 ら し　　 女性若者　　 歴史や行事　　そ の 他

集落名 図　番

名　称 区　分 ・強み　・弱み　・使えるもの　・不安なこと



  

 

作谷沢を元気にするための提案（提案のヒント） 

～ちょっと先の作谷沢の暮らしについて考えてみましょう～ 

 

元気な作谷沢づくりに向けて 

１．課題克服のための提案 

・弱みを強みに変えるための提案  ・強みを伸ばす提案 

・資源をお金に換える提案     ・不安を払拭する提案 

 

２．提案のキーワード 

 ・作谷沢の農業全体のあり方  ・田畑のゾーニングの工夫 

 ・耕作放棄地の再生と活用   ・これからの共同作業のあり方 

 ・農業機械の共同化      ・農家以外の労働力の活用 

 ・後継者不足への対応策    ・作谷沢に合った法人像 

 ・新規就農を進めるための方法 ・作谷沢に適した作物の選定  

 ・６次産業化の取組み     ・低コスト化農業      

 ・耕畜連携した取組み     ・景観作物の導入      

 ・農業体験の取組み      ・オーナー制の取組み 

 ・産直、通販、ＣＳＡの取組み ・市民農園の取組み 

 ・中山間直接支払制度等の活用 ・事務機能の一本化 

                           ･･･などなど 



項　目 表示 内　容

自然や風景を活かす提案 ● 眺め、山、川、木、沼、湧水、風穴、
いきもの、雪などを活用する提案

歴史や文化を活かす提案 ● まんだらの里、伝説、伝統料理、
史跡、神社仏閣などの活用

技や人を育て活かす提案 ● 新規就農、後継者育成、法人化、
農地管理組合、ものづくり　など

地域の資源を活かす提案 ● 湧水、わさび、四季、花、自然、人、
山菜、野獣、耕作放棄地　など

移住定住を推進する提案 ● 空き家の活用、農業、耕作放棄地、
働く場所、育児、近所づきあい　など

作谷沢を元気にする提案 ● 林や農地のオーナー制、イベント開催、
産直、通販、レストランの開設　など

テーマごとの着色表示凡例



場　　　　面 課題の発生（気づき） 計画と実行 展　　　　開 地区外からの刺激

5 ： 3 ： 2

●町村合併 = ○町村合併
　　共有林は地域の財産

○共有林を守るために
　　財団（育英会）を設立

○結果的に地域活動の
　　財源を確保

●ある議員からの提案
　　地域財産を守るため
　　財団設立を提案

●耕作放棄対策 =
○荒廃桑園の解消
　　養蚕の衰退
　　環境の悪化

○作物の見直し
　　桑園から畑へ

○ブランド化
　　養蚕から花卉栽培へ

●構造改善事業
　　北作、畑谷、簗沢の
　　ほ場整備

●綱引きチーム結成 =
○林業衰退で活力低下
　　住民の連帯が弱まる
　　地域への愛着も弱い

○綱引きチーム結成
　　チーム「いかづち」
　　全国大会6回出場

○地域活性化に貢献
　　作谷沢の名を世に
　　連帯感とﾘｰﾀﾞｰ発掘

●全国大会
　　外部から地域を見る
　　他地区との交流

●初めて作谷沢を感じる =
○烏兎沼氏の熱意
　　作谷沢の資源を何と
　　かしたい烏兎沼氏

　「まんだら世界の民話・
　　作谷沢物語」を発刊

○作谷沢のことを住民
　　自身が理解していな
　　かったことに気づく

●烏兎沼宏之氏
　　小学校長として赴任
●資源の掘り起し活動

●まんだら塾の発足 = ○自分たちが立ち上が
　　らなくてどうする！

○地域の現状を知るた
　　めの勉強会を繰り返
　　し開催

○地区の活動をサポー
　　トする組織となった
　（バカ者になれる組織）

●日原もとこ教授が塾長
●芸工大の全面協力
　（イベント企画・開催）

　

●ＳＵＮ未来２１ = ○地域が向かうべき姿
　　がハッキリしていない

○地域壮年層を中心に
　　ＳＵＮ未来２１を結成

○地域の将来を見据え
　　た計画を作ろう！

●外部から講師を招致
●役場に頼るだけでは
　　ダメなことを知る

●地域づくりＷＳの開催 =
○計画づくりの技術不足
　　相談する相手がいな
い

○農村コミュニティＷＳ
　　を実施（老若男女が
　　参加しての初開催）

○地域の宝を皆で確認
　　活用法について検討
　　方向性が見えてくる

●県から開催の誘い
　　開催に向けた説明会

●Ｉターン者の受入れ = ○このままでは学校が
　　なくなる

○Ｉターン者の受入れ
　　空家の紹介
　　特認校として申請

○４家族が転入
○特認校として指定

●国の地域づくりアドバ
　　イザー派遣事業
●町教育委員会の支援

●三地区交流会 = ○作谷沢だけの活動で
　　は展開の幅が狭い

○隣接する三地区が一
　　堂に会して地域の将
　　来を話し合うＷＳ開催

○三地区交流会発足
○行政界を越えた三地
　　区合同の活動展開

●県・山形市・山辺町が
　　話し合いに参加
●県がＷＳの技術支援

●山形市街地と結ぶ =
○三地区の魅力を磨き
　　地域の生活を見直し
　　たい

○三地区と山形市西部
　　地区が合同で活性化
　　実行委員会を立上げ

○狐一巡り街道と命名
　　大曽根地区でｺﾝｻｰﾄ

●県生涯学習財団が
　　事業費を支援

●狐一巡り街道ＷＳ =
○街道沿いで活動を
　　展開し山形市内から
　　地域に人を呼びたい

○市街地を含む沿線の
　　住民を集めて連携を
　　検討するＷＳを開催

○行動計画書がまとまる
○街道沿いに桜を植樹
○展望台２か所を造成

●地域活動支援組織が
　　ＷＳを企画運営支援
●県土木部が総合支援

●地域活動を総合支援 =
○活動したいがそのきっ
　　かけがつかめず新た
　　な動きが発生しない

○作谷沢で暮らしていく
　　ための総合的な支援
　　組織が必要となる

○地域総合支援組織
　　ＮＰＯ喜楽里(ｷﾗﾘ）
　　設立

●街場のファンが立上げ
　　までを支援

●地域マスタ＾プランを
　　見直すＷＳの開催
　（ＳＵＮ未来２１が主催）

=
○地域を数的に把握
○土地利用や生活に関
　　した内容を補完したい

○現状を考慮した土地
　　利用を加味した検討
　　を重ねるＷＳの開催

○これから５年間の活動
　　の目標を設定
○進む方向を確認

●総合支庁各部課が
　　連携して活動を支援

作谷沢の発展経緯と外部支援の整理表

@nobu.



すぐ 2～4年 5年～
個々の
住民

組織や
団体

地域
ぐるみ

組織間
連携

地域間
連携

行政と
連携

行政

［自然や景観を
　　　　　活かす提案］

［歴史や文化を
　　　　　活かす提案］

［技や人を育て
　　　　　活かす提案］

［地域の資源を
　　　　　活かす提案］

［移住定住を
　　　　推進する提案］

［作谷沢を
　　　元気にする提案］

　　　　＠ｎｏｂｕ．

重
要
度

平成30年9月18日時点の計画

想定される連携先など実践のポイントなど項　　　目
着手時期

計画
反映

役割分担・主体

活き生き作谷沢実現に向けた提案整理表


